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　私藍は、土魁一を生汚の鉾盆ヒしているが．ころレπ癖地め状態・⊂らに自

励『ﾏ蜘門燈腋蘇切ゴ傾髄符ってい乱こ0蝋の准概三脚
愚に慰色々な赤野バ考えられる撰．旭域牲を理解するに蝦も素本露な道勇を

成因欝に赤等しさら1、このような丈麹1を人周回ビのよるに利瑚してい愚が・

池塵衡殴塊の諫・照した形として麗めれている土地利照について凋べるこヒは

参ま憲φ知款をまヒめ＆為ド又、地理鮨見方を凝・ら茅一歩ヒして箆婆巡ある・

縮繊醜海剋初軟に位熱、鵜1紐ゐぐ土噸蝋砺も凍海
地貯の緬図であり、剥蚕縮域の牲格のみならア、東回三方全体の把握であ夢

野に土慰利用否㎏ロ本、の将無沢同わ惑’しる下獄気馴すろ。

　研究｝ご当って、地形！分類組写照、ブ4一ルドワークを主に土麩薄蝋甲子叢

滋籏糸ト件ヵ＼ら慾域あ牲裕、を課台＼鯉に把．覆するよう努めた．

し慰形み類〕

　帯解域の鵡葡尽樽彼の山地ヒ明瞭な魔をなし、溺れ繊即下下しtがあよう

に卜えゐ三阿彩の倭凝な平野、その四部に連襖斜・して：いみ肩蘇三三、：獣面焉

沿いの群群整形ヒがら成ん

　烈震立陵矧P一ム状隆起を屡け、索部ピ獣類駅働られ、％荻っ冗もの蚕・

置網の山地：と｝ま牲格を異にすβ．頂上ヒ籏拠麓に国華し犀心用でれていゐ乎髭L

蔵撰あゑ。価：沌麓に貫忍ε丘一、∫WW方向の崖が見ちれ、崖：の上《黒茶錫色

土塁礪上の鞭面嘱一の上野地面飾＼？て鳳一能きの廊あっ勧艦
その後の浸脚・勤評離し、ケスヌ旭滑箆．思している．遂ギの’晦勧幽

甘黙種1士薮を墨色、ヒすゑ。これが㌧血判内の河川の層状剋斌優起：し寛献、他の

1四川の作用書誌だ・解らない．曾旭碩〕吠外ト平出通駅散、卜している姻、これ庫

殴殴に欲る平坦衝石あ遍・織三三獄軽起羅郵ヒ谷頭漫継（〃吻属ノ・ヂ）

と・にま順斜も緩く市広く耕地に蔵・ていゐ．血陵爾憩こは屑状地、蕊ド爾

孫r鮒急崖を減す漏消磁状の漸状地血中ドは立話な天一tをなす．これら齢』

河の雄用によ弩形颪され河成抵積面ヒ赤類す急。この糊二南部に崩蟻池、東

部南部に海触：蓬嬢発・盤している。

　薦’状地め延．長上や冠）1董溢いにぽ比高。，8・～zダz7ムの質照、畏肪賦発蚕しそ：の
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郁繊を齢跳ヒな・てい乱菅高腫慨）船いしこ騨酬垂勉嘔鵬
川碍琶川超侵在三太勝にぢり耐血に三才；〔働ヵ晦童し一（いや・，

　東部t（ね葱岸譲に乎行’φ選堤厭動成釜れてい’る・内都は筒然励於不瞬瞭iで

拶が、瀦撮磁蜘励晒・海紬・・’嘱砂鄭勧・鰍助三
三ドよD蕩劇剣用書し（い乱
（幻也利用〕

　土地は種《め嘩翻二薗って利閑で糺て㍉・働糠蕉も農乗ぱ隻蚤な粗置を茜

φていゐ・

　擾琢梼隻についてみるヒ薪地峡く三二の…鍬＼鳳鋼な農業径轄であん耕庖

鮒酬細噸二三ル浜の利師で着しく飾て桝赫緒．読菜栽堵に鵡
商忘年塀力受農業の中三三還金楓入二一ぱ苺い醐ド旧記衝絡濃三物斌主逼ある為

農塚韻卦ぱ不妥疑’ﾅある、，　　　　　　　　　　　　　　’

　二二作物は宙論三木稲．台旭型茶籔、加工一酵三三、『戯三二磁荷の毎、斗促

成、旧作によ．る疏蒙、裏作麦、さらに養鶏などがと葛入・匹らいてい頭．こ性

らの年物は東一｛濃三川∠り入存・らレしていみので睡獄く櫻急しπ形董ヒ｝」〉・

段ら汽て捻めて京立しているのであO、＝：の意威蕉本地或μ多勇簡な蕪営で

あるヒ太え愚。これ嵐磯嶽斌髪史｝注を最めているヒも考久られゐ船．一万箪一

一瓶堵を可飛にす急同一桑ギトの土地避荷も・．こヒゐ一酉ド獄っていん獲って

その四域に応じ誕穣合の仕方によりそれ慈姻雪逸ある池五型を→回よ：げてい

る“

麟｝r一いで工二三蝋に亦・・て眠鰐℃ヒ三二い賭奉の工蒙、
ぱ櫓隣＆瀞瞬の二三さヒは翼り董イ巳呼工業恋ある。このようβ1工桑三三越し

たの杖三二輸入1＝便利なこヒ｛（よろもの石あび、二三、の三部御加工も二三に

硬：利な交遭L的荏L置1て並コ睦しんものでま〉ゐ。

　土地和二三慰蔑・乗ヒ工叢トし小隙れみこヒ状できな回ったボ、これらが一ら

解るよう1一本地威の土地利用嵐酉業的、都市瑠ニヒ趣魂累趣あるヒいろこヒ献

で・きる。’

（47）


